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準天頂衛星システムの全体構想

要　旨

インターネットの発達に伴いIT（Information Techno-

logy：情報技術）に対する依存度が飛躍的に進み，その影

響力は日々増大している。その進化するIT社会における

ニーズを満たすためには，ネットワークインフラの更なる

整備が必要であり，地上と宇宙のITインフラを融合させ

ることが不可欠となってきている。

衛星通信には，“広域性”“同報性”といった他の通信手段

にないメリットがある。この特長を生かし，静止衛星，観

測衛星，測位衛星（GPS）など機能の異なる衛星群を有機的

に統合させ，宇宙に大きなネットワークシステムを構築す

るという構想を“IT宇宙インフラ”と名付け三菱電機は提

案してきた。この流れは国家的構想としても認知されてお

り，宇宙インフラとして今最大の注目を浴びているのが準

天頂衛星システムである。

準天頂衛星システムは，３機の衛星が日本の天頂付近を

代わる代わる飛行し，サービスを提供する。準天頂衛星は，

静止衛星では高仰角が得られない中緯度に位置する日本に

適する衛星システムである。ビル，山陰に遮られない特性

から，国土のほぼ100％をカバーし，衛星利用高度モバイ

ル通信に最適なものと位置付けられる。さらに，GPS

（Global Positioning System）を補う高精度測位サービスの

提供による位置情報サービスの新たな利用の広がりが期待

される。

このように，準天頂衛星システムによる効果は，インフ

ラ整備による通信容量の増大という直接的な貢献に加えて，

移動体通信・放送と測位といった今まで個別であったこれ

らのサービスを複合し，一つのネットワーク・ソリューシ

ョンとして，新しいサービスを創出していくことであると

考えられる。

移動体マルチメディア通信・放送

高度交通
　　情報システム

高度セキュリティ

多様なニーズ

● エンタテインメント
● ニュース／災害情報
● パーソナルナビゲーション
● SNG(Satellite News Gathering)

● 危機管理
● 個人セキュリティ
● 治安維持

● 道路／渋滞情報
● 高度ナビゲーション
● 運行管理
● 運転支援

● 緊急医療
● 山間離島通信・放送
● フィールド教育
● デジタルデバイド解消
● 高精度測量／精密産業

通信・放送・測位複合
高仰角モバイルサービス

準天頂衛星システムは，次世代IT宇宙インフラとして，通信・放送・測位を融合させた新しいサービスを創造する。

準天頂衛星システムによるサービスイメージ
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